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ISO14001認証を取得しました H10.3.6

滋賀県工業技術総合センター　所長　山下博志

　工業技術総合センターは、環境マネジメントシステムISO14001の認証取得について平成8年11月に取り組みを始め、都道府県レベ
ルでは初めて平成10年3月6日付けで（財）日本品質保証機構より、ISO14001認証を取得しました。
　ご承知かと思いますが、ISO14001は工業製品規格の標準化を進める国際標準化機構（ISO）の環境に関する国際規格のことで、1996
年9月に発行し、企業の環境保全に向けた管理システムのあり方などを規程しています。ISO規格には法的な強制力はありませんが、欧米
を中心に認証を受けない企業の製品の購買を控えるなど、企業側が不利な扱いを受ける可能性が高まっています。国内外に環境熱心県
であることを標榜し環境問題を行政施策の中心的な柱としている滋賀県としましては、従来から県内の中小企業に対し技術相談・指導を
実施しています総合センター自らがISO14001を認証取得することにより、県内中小企業などを対象に認証取得のノウハウを指導し、支
援する必要性があるものと判断し取り組んできました。
　既に県内では1月末現在19の企業がISO14001の認証取得す
るなど、大手輸出型産業を中心に中堅企業に拡大してきておりま
す。今後は中小企業も発注先企業からの要請のみならず、自立化
に向けた取り組みとして、国内外を問わず今後ISO14001の認証
取得の有無が企業間で取引条件となる可能性が大きいことから、
認証取得に積極的な企業が増えるものと考えられます。県内中小
企業を支援する立場の総合センターがISO14001を認証取得し
たことの意義は大きく、この機に職場内の化学物質のハロゲン化
溶剤使用量の削減および特定フロンの使用撤廃等試験研究機関
特有の課題に取り組むとともに、省エネ・省資源、さらには事務用
品について環境に配慮した資材を優先購入するグリーン調達など
を推進してまいりたい考えております。
　今後とも認証登録を堅持し、既認証取得企業の協力を得ながら
県内中小企業のISO14001の認証取得支援に邁進する次第です
ので、よろしくお願いいたします。
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研修生、研究生の受け入れ
　当総合センターでは、企業の技術力・研究開発力の向上を支援
するため、企業から研究生の受け入れを行っています。
　また、滋賀県はブラジルのリオ・グランデ・ド・スール州と姉妹協
定を結んでおり、同州からの研修生を平成3年度から受け入れて
います。今年はラウラ・ロンテ ー゙ロ・クルスさんが研修生として来
所しています。

ラウラさんから一言

　初めましてLaura Londero Curz（ラウラ・ロンテ ー゙ロ・クルス）で
す。私は、食品中のマイコトキシンを調べる化学の専門家です。
ブラジルのリオグランデ・ド・スール州政府保健環境局-健康にか
かる生産および研究に関する財団に所属し、中央研究所生産分析
部汚染分析課長をしています。
   今回の研修計画では、県庁健康福祉部生活衛生課、衛生環境セ
ンター、工業技術総合センターの３つの場所で合計１０ヶ月の研修
を行い、技術の習得だけでなく日本とブラジル間の文化交流をし
ていきたと思っています。
　今、私は工業技術総合センターで高圧による食品加工やEPM
分析（電子プローブ微小分析法）について研修を行っています。ま
た、これからは品質管理（Quality control）、危害分析・重要管理点
監視（HACCP）および国際規格（ISO）についての研修を受ける予
定です。工業技術総合センターでは非常に新しい技術や装置にふ
れ、優れた品質管理システムの整った日本の企業を訪れる機会を
得ました。
　研修を担当してくださる有機材料係の方々をはじめ、センターの
皆さんは非常に思いやりがある優しい人達なので、私はこのセン
ターでの生活に非常に満足しています。

Laura Londero Curz.
I'm Chemical engineer.
Specialist in Mycotoxins food analysis.
I work in Rio Grande Do Sul state Brazil as chief of the contaminants
in food analytical laboratory.From:state foundation for the
production and research in health-fepps central laboratory
department-product analyses division.
Cultural exchange between Brazil and Japan during 10 months,
training in three places:
Public health division department of public health and welfare.
Center of public health and environmental science.
Industrial research center of Shiga prefecture.
I'm training in the Industrial research center of Shiga prefecture
about some food methods like high pressure process, and EPM
analyses, knowledges about quality contral, HACCP and ISO
procedures.
In this center I have the opportunity to work with very new
technology, equipment and visit good Japanese food company with a
very good quality control system, like Nissin company.
I'm filling very well in this center. All people are very considerate
and affectionate, specially my supervisor organic material.

総合センター所長室にて

研修風景
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機器紹介

　私たちの身の回りの機械や建築構造物が破壊せず、安全に機
能するためには、各部品にどのような力が加わるのかを知るととも
に、適切な部品の材質や形状を決めなければなりません。そのた
めの方法として、材料力学があります。材料力学で扱う材料の特性
には、静的強度、疲労強度、衝撃強度などがあります。
［静的強度］

　最も基本的な静的強度の評価法に引張試験があります。金属材
料の引張試験は JIS Z2201 および Z2241に規定されます。この方
法では、試験片を引張り応力－ひずみ曲線を求めます。応力とは、
引張荷重を試験片の断面積で割った値であり、ひずみとは、伸び
の割合（％）です。図１に、応力－ひずみ曲線の例を示します。図中
Ｐ点は、応力とひずみの比例関係、すなわちフックの法則が成り立
つ範囲の限界であり、比例限度といいます。Ｅ点は材料に永久変形
を生じない限界、すなわち弾性限度といいます。焼きなましをおこ
なった軟鋼などでは、（a） のように弾性限度の付近で応力が急激
に減少する場合があります。これを降伏点といい、工業的には降伏
点を弾性限度として扱います。また非鉄金属のように降伏点を示
さない材料の場合には、通常 0.2％ の永久ひずみに対する応力を
持って降伏応力と見なし、これを耐力といいます。
  当センターの、万能材料試験機（油圧式）あるいはインストロン型
万能材料試験機（電気式）を用いることにより、引張試験を行うこ
とができます。また、これらの試験機では、圧縮および曲げ試験を
行うことができます。さらに、適切な治具を用いることにより、実際
の部品に関する実物強度試験を行うことができます。このほかに、
試験片の一端にねじりモーメントを加えるねじり試験機がありま
す。
［疲労強度］

  材料は繰り返し応力のもとでは、静的強度よりかなり低い応力に
よっても破壊を起こします。このような現象を、材料の疲労といい
ます。無限回の繰り返し応力を加えても材料が破壊しない応力範
囲を材料の疲労限度といい、通常は１千万回あるいは１億回の繰り
返し応力に耐える強度を持って疲労限度とします。多くの材料の疲
労限度は、引張強さ、降伏点、硬さなどと比例関係があります。一
方、伸び、絞り、衝撃値とはあまり相関がありません。

  当センターの疲労試験機を用いれば、引張および圧縮に関する
疲労強度を求めることができます。また、治具を工夫することによ
り、曲げやモーメントに関する疲労試験を行うことができます。
［衝撃強度］

  物体が衝突する場合のように負荷速度が大きい荷重を一般に衝
撃荷重といい、このような荷重に対する材料の強度を衝撃強度と
いいます。衝撃強度の評価方法には応力によるものとエネルギー
によるものがありますが、衝撃エネルギーを求める方法が工業的
には広く用いられています。代表的な衝撃試験に、JIS Z2202、
Z2242 に規定されたシャルピー衝撃試験があります。この試験にお
いては、衝撃エネルギーを試験片の断面積で割ったものを衝撃値
といいます。衝撃値が小さい試験片では、塑性変形が小さいため
破面がぜい性面となり、
衝撃値が大きい場合は
塑性変形が大きく破面
が延性破面となります。
そのため、衝撃値の大き
さにより材料のぜい性
破壊のし易さを知ること
ができます。

材料の強度を測る

大型疲労試験機

万能材料試験機

インストロン型万能材料試験機

ねじり試験機

小型疲労試験機

シャルピー衝撃試験機

図1　応力－ひずみ曲線

問合せ先　

滋賀県工業技術総合センター　技術第一科
TEL 077-558-1500
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遺伝子組換え食品について 技術第ニ科　白井　伸明

　最近、遺伝子組換え食品を扱ったマスコミ報道を見かけます。し
かし、この目新しい食品について誰もが詳しいわけではありませ
ん。そこで、組換え体とはいったい何なのか等基本的なお話を紹
介します。

はじめに

　日本で食品としての安全性確認を受けた遺伝子組換え作物は、
大豆、ナタネ、馬鈴薯など6作物があります（表1）。例えば、馬鈴薯
は害虫コロラドハムシにより最悪の場合20％程度にまで収量が減
少してしまいます。しかし、殺虫作用をもつタンパク質を作るように
すると農薬をまかなくとも害虫の被害から免れることができます。
これを可能にしたのが遺伝子操作技術なのです。
　他には、赤くなってからも実くずれのしにくいトマトや除草剤に抵
抗性をつけさせた大豆、ナタネ、トウモロコシなどがあります。食品
以外ではこれまでの交配や突然変異による方法では生まれなか
った淡い青色のカーネーションが作られ、昨年から東京都内で販
売されています。まだ市場に登場しませんが、栄養価の高い米、美
味しいお酒を造るための米、ウイルス病に強いメロンなどが作られ
ています。この様な改良を可能にする遺伝子操作技術とはどんな
ものか説明しましょう。

遺伝子組換え技術

　どんな大きな生物も細胞を基本単位として作られており、図1に
あるような細胞内の核と呼ばれる部分に存在する遺伝子の情報に
従って決まった性質の生き物になります。よって、先に紹介した害
虫に強い馬鈴薯を作るには、害虫だけを殺すタンパク質を作る微
生物からこのタンパク質の設計図となる遺伝子を取り出し、馬鈴
薯に組み込んでやればよいわけです。
　操作の概要を紹介しましょう（図1）。初めに微生物から目的の遺
伝子を取りだしておく必要があります。ここからが肝心な操作で
す。ジャガイモの場合には土壌細菌アグロバクテリウムがT1-プラ
スミドとよばれる遺伝子の一部（小さな環状の核外遺伝因子）を植
物細胞に組み込ませる性質を利用されました。つまり、目的遺伝子
（この場合殺虫蛋白質をつくらせる情報を持つ遺伝子：緑色部分）
をつないだプラスミドをアグロバクテリウムに入れ（図1-b）、これ
を植物に感染させると一部の細胞に遺伝子の組み込みが起こりま
す（図1-c）。これを培養して育てると遺伝子組換え馬鈴薯ができま
す（図1-d）。
　他には細胞に瞬間的な電圧をかけて遺伝子を細胞内に入れる
方法（エレクトロ・ポレーション法）や1000分の1ミリ程度の小さな金
属粒子に目的遺伝子を付着させて火薬や高圧ガスの力で細胞に

a.目的遺伝子をT1-プラスミドにつなぐ�

b.アグロバクテリウムに入れる�

c.植物に感染させ目的遺伝子を�
　植物に組み込ませる�

d.目的遺伝子の入った細胞を育て�
　植物体にする�

アグロバクテリウム�

核�

目的遺伝子�

T1-プラスミド�

図1　アグロバクテリウム法による遺伝子組換え操作の流れ
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直接打ち込む方法（パーティクルガン法）もあります。

遺伝子組換え食品の特徴

　遺伝子組換え食品の特徴は様々ですが、どれも一見で見分ける
ことは不可能です。図２の写真を見てどの大豆の粒が遺伝子組換
えしたものか言い当てることはできないでしょう。しかし、実くずれ
のしにくいトマトは、ただ部屋に置いて2週間程度観察するだけで
見分けることができます。また、除草剤に抵抗性をもたせた大豆や
ナタネ、トウモロコシなどでは、畑で育てたのちに除草剤を散布し
て選別することができます（図3）。いずれも気長に待たねばならな
い試験です。害虫に抵抗性をもたせた馬鈴薯を調べる場合、害虫
を集めるか飼育して畑に放つ必要があり、非常に困難といえます。
　他の見分け方として、少し技術を必要としますがより迅速な次の
二つの方法が考えられます。①導入した遺伝子の情報より作られ
るタンパク質を検出する。②導入された遺伝子そのものを検出す
る。前者は、目的のタンパク質のみを見分けて結合する抗体を用
いてそのタンパク質の有無を調べます。抗体とは微生物や有害物
質などの異物が体に入った時に数週間から数ヶ月後に体内で作
られ、異物を認識して取り付く働きを持っています。つまり、ウサギ
などの動物を使って希望の抗体を得るにはかなり長期間が必要と
なります。また、目的のタンパク質が極微量しか存在しない時には
検出できません。一方、後者の方法では、遺伝子を含む成分（図1
の核の中にある）を取り出し、この中より目的の遺伝子のみを増や
すことができるPRC法と呼ばれる手法を利用するのでより高感度
で確実に調べることができます。こうした遺伝子組換え体を判別す
る技術を一般消費者が使うことはありませんが、将来の産業界で
は原料等の品質検査技術の一環として導入されるかもしれませ
ん。

表　現在（2月末）までに、安全性評価が確認された6作物20品種

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

品種�

大豆�

ナタネ�

馬鈴薯�

トウモロコシ�

ナタネ�

ナタネ�

トウモロコシ�

トウモロコシ�

馬鈴薯�

綿�

トウモロコシ�

ナタネ�

ナタネ�

ナタネ�

ナタネ�

綿�

綿�

ナタネ�

ナタネ�

トマト�

改良点�

除草剤耐性�

除草剤耐性�

害虫抵抗性�

害虫抵抗性�

除草剤耐性�

除草剤耐性�

害虫抵抗性�

害虫抵抗性�

害虫抵抗性�

害虫抵抗性�

除草剤耐性�

除草剤耐性�

除草剤耐性�

除草剤耐性�

除草剤耐性�

除草剤耐性�

除草剤耐性�

除草剤耐性�

除草剤耐性�

日持ち向上�

評価年�

'96年�

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

'97年�

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

図2　北米産大豆100粒 図3　除草剤耐性を利用した遺伝子組換え体の選別
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技術研修受講仮予約申込書�
平成10年　　月　　日　　　

講　座　名�

氏　　　名�

住　　　所�

所　　　属�

社　　　名�

氏　名�

所　在　地�

受講者への�

連絡担当者�

　第　　　期　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講　座�

　　　　　　　　　部　　　　　　　課　　　　　　　係�

　　　　　　　　　部　　　　　　　課�

　（〒　　　　　）　　　　　　　　　　　TEL�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年令　　　　　　　男・女�

　（〒　　　　　）�

TEL　　　　　　　　　
FAX　　　　　　　　　

受
講
申
込
者�

派
遣
企
業�

平成10年度技術研修年間計画

　本研修講座も皆様のご支援で、14年目を迎えました。長期講座
3講座、短期講座11講座と講座内容も毎年充実されています。是非
ご利用ください。

○講師陣は大学の教授、助教授を始めとして研究機関及び産業界
の第一線で活躍中の専門技術者です。
○基礎理論と実践技術との結合をめざしています。
○実習、ゼミナールを交えた講座を多く設けています。
○最新の技術情報を出来るだけ織り込むよう努めています。

受講資格：事業主が推薦する方（なお、講座により別途受講要件
を定める場合があります。）

申込受付：予約受付は随時行っています。下記の仮予約申込書
に必要事項を記入の上、FAXまたは郵送で工業技術
振興協会事務局までご送付下さい。

受講料： 各受講料の予定は次のとおりです。なお、内容は確定
次第ご案内します。

短期講座／1講座：17,000円～40,000円（但し、158期については3
講座とみなします。）

長期講座／95,000円～150,000円程度（但し、全期間受講される場
合。）

＜生涯能力開発給付金制度について＞

　本講座を受講した場合、事業主は県の生涯能力開発給付金制
度を利用することができます。ただし、予め年度当初に県への手続
きが必要です。
　詳細は県労政能力開発課（TEL077-528-3755）へお問い合わせ
下さい。

問合せ先　（財）滋賀県工業技術振興協会

TEL 077-558-1530　FAX 077-558-3048

※都合により開催月、内容などを変更する場合があります。
※講義開始約1ヵ月前にカリキュラムを配布、受講募集します。

※コピーしてお使いください。
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機
械
設
計
上
必
要
な
知
識
で
あ
る
材
料
力
学
、
機
械
力
学
、
熱
力
学
、
機
械
材
料
学
、
材
料
強
度
学
、
機
械
設
計
学
、
シ
ス
テ
ム
工
学
等
を
修
得
し
た
い
技
術

者
の
方
に
最
適
。
専
門
外
の
人
に
も
自
立
学
習
で
き
る
基
礎
を
与
え
、
過
去
に
履
修
し
た
こ
と
が
あ
る
人
に
は
知
識
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
効
果
を
も
た
ら
す
よ
う
に

構
成
。
全
期
間
通
し
て
受
講
が
困
難
な
方
に
は
、
重
点
的
に
学
習
し
た
い
分
野
を
選
択
受
講
で
き
る
よ
う
コ
ー
ス
別
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
�

　
工
場
の
自
動
化
、
自
動
機
械
等
の
設
計
を
進
め
る
上
で
き
わ
め
て
重
要
な
電
気
・
電
子
回
路
技
術
に
つ
い
て
、
実
験
を
併
せ
行
い
な
が
ら
基
礎
か
ら
学
習

し
ま
す
。
電
気
・
電
子
工
学
基
礎
、
ア
ナ
ロ
グ
回
路
の
基
礎
と
応
用
、
デ
ィ
ジ
タ
ル
回
路
の
基
礎
と
応
用
な
ど
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
分
割
構
成
し
て
い
ま
す
の

で
、
全
期
間
を
通
し
て
受
講
す
る
こ
と
が
不
可
能
な
方
は
、
重
点
的
に
学
習
し
た
い
分
野
を
選
択
し
て
受
講
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
�

　
経
営
の
合
理
化
、
生
産
性
の
向
上
に
必
要
不
可
欠
な
情
報
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
上
で
基
礎
と
な
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
言
語
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
LA
N
構
築
、

情
報
シ
ス
テ
ム
等
の
知
識
を
演
習
、
実
習
等
を
通
し
て
体
系
的
に
学
べ
る
よ
う
実
践
的
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
全
期
間
を
通
し
て
受
講
す

る
こ
と
が
、
困
難
な
場
合
に
は
学
習
し
た
い
分
野
を
選
択
し
て
受
講
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
�

　
各
種
金
属
材
料
は
、
化
学
成
分
、
熱
処
理
条
件
な
ど
に
よ
っ
て
そ
の
性
質
が
異
な
り
ま
す
。
こ
の
金
属
材
料
を
う
ま
く
活
用
す
る
た
め
の
基
礎
理

論
、
熱
処
理
技
術
、
お
よ
び
表
面
改
質
技
術
等
の
基
礎
と
応
用
技
術
に
つ
い
て
実
習
を
交
え
な
が
ら
学
習
し
ま
す
。
�

　
射
出
成
形
を
中
心
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
成
形
材
料
、
成
形
法
、
金
型
、
二
次
加
工
、
射
出
成
形
加
工
、
リ
サ
イ
ク
ル
技
術
に
必
要
な
内
容
に
つ
い

て
解
説
す
る
と
と
も
に
、
具
体
的
な
成
形
不
良
対
策
等
、
現
場
で
役
立
つ
技
術
に
つ
い
て
も
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
�

　
プ
ロ
グ
ラ
マ
ブ
ル
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
（
P
L
C
）
自
動
化
・
省
力
化
入
門
講
座
と
し
て
P
L
C
の
基
本
機
能
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

キ
ッ
ト
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
用
い
て
、
プ
ﾛグ
ﾗﾑ
作
成
や
P
L
C
-P
L
C
リ
ン
ク
、
上
位
リ
ン
ク
な
ど
実
習
を
交
え
て
学
習
し
ま
す
。
�

　
自
動
化
、
省
力
化
機
器
な
ど
メ
カ
ト
ロ
シ
ス
テ
ム
を
進
め
る
う
え
で
、
必
須
の
技
術
と
し
て
セ
ン
サ
技
術
は
重
要
な
位
置
づ
け
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
講
座
で
は
メ

カ
ト
ロ
化
に
必
要
な
各
種
セ
ン
サ
の
種
類
、
動
作
原
理
な
ど
の
概
論
と
実
際
の
セ
ン
サ
を
用
い
た
実
例
を
解
説
し
ま
す
。
�

　
自
動
化
を
支
え
る
動
力
と
し
て
の
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
（
モ
ー
タ
、
油
圧
、
空
圧
）
と
そ
れ
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
サ
ー
ボ
制
御
を
中
心
に
メ
カ
ト

ロ
ニ
ク
ス
技
術
を
学
び
ま
す
。
�

　
世
界
最
大
の
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」
に
つ
い
て
、
Ｗ
Ｗ
Ｗ
の
新
技
術
の
現
状
、
H
T
M
L
や
簡
易
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
等

に
よ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
技
術
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
通
信
プ
ロ
ト
コ
ル
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
技
術
の
動
向
な
ど
実
習
を
交
え
な
が
ら
学
習
し
ま
す
。
�

　
M
S
-W
in
d
o
w
s
上
で
動
作
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
開
発
環
境
と
し
て
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
V
is
u
a
l B
a
s
ic
に
つ
い
て
学
習
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
演
習
に
よ
り
実
際
に
グ
ラ
フ
ィ
カ
ル
ユ
ー
ザ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
の
機
能
を
持
つ
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
作
成
し
ま
す
。
�

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
用
い
た
機
器
制
御
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
言
語
で
あ
る
C
言
語
に
つ
い
て
、
基
本
的
な
文
法
や
C
言
語
の
特
徴
で
も
あ
る
ポ

イ
ン
タ
・
構
造
体
・
共
用
体
な
ど
の
学
習
を
行
い
ま
す
。
�

　
汎
用
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
で
あ
る
R
S
2
3
2
C
と
セ
ン
ト
ロ
ニ
ク
ス
、
P
IO
と
C
T
C
の
活
用
事
例
、
マ
ン
マ
シ
ン
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
と
し
て
の
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
、
割
り
込
み
制
御
技
術
な
ど
の
解
説
と
演
習
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
C
言
語
に
よ
る
ﾌﾟ
ﾛｸ
ﾞﾗ
ﾐﾝ
ｸﾞ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
ポ
イ
ン
タ
に
つ

い
て
も
解
説
演
習
を
行
い
ま
す
。
�

　
制
御
実
習
機
器
を
用
い
て
、
C
言
語
文
法
の
実
践
的
な
活
用
法
を
実
際
に
制
御
を
体
験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
学
び
ま
す
。
併
せ
て
、
C
言
語
と
制
御

機
器
の
間
を
仲
介
す
る
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
の
活
用
や
ポ
イ
ン
タ
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
技
術
の
実
際
的
な
使
用
、
割
り
込
み
制
御
に
よ
る
ﾀｲ
ﾐﾝ
ｸﾞ
を
意

識
し
た
制
御
な
ど
の
体
験
も
行
い
ま
す
。
�

　
生
産
加
工
技
術
は
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
高
能
率
、
高
精
度
化
に
向
か
っ
て
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
進
歩
を
続
け
て
い
ま
す
。
こ
の
講
座
で
は
、
切

削
、
研
削
、
N
C
工
作
機
械
に
よ
る
生
産
加
工
シ
ス
テ
ム
、
各
種
の
特
殊
加
工
、
超
精
密
加
工
に
至
る
ま
で
現
在
の
到
達
点
を
ト
ー
タ
ル
に
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
�

　
環
境
分
析
に
は
、
分
析
化
学
の
知
識
や
測
定
機
器
の
特
性
な
ど
を
熟
知
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
本
講
座
で
は
、
水
質
中
の
環
境

法
規
制
物
質
の
分
析
法
中
心
に
IP
C
、
G
C
-M
S
な
ど
の
機
器
の
測
定
原
理
や
分
析
化
学
の
基
礎
な
ど
の
理
論
的
学
習
と
実
際
の
機
器
分
析
の
実
習
を

行
い
ま
す
。
�

　
病
原
性
大
腸
菌
O
-1
5
7
に
よ
る
食
中
毒
や
鶏
卵
の
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
汚
染
な
ど
食
品
を
扱
う
者
に
と
っ
て
衛
生
・
安
全
管
理
技
術
が
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
講
座
で
は
、
特
に
厳
重
な
管
理
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
H
A
C
C
P
方
式
を
中
心
に
衛
生
・
安
全
性
管
理
の
た
め
の
基

礎
知
識
と
実
務
技
術
の
一
端
を
解
説
す
る
。
�
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中小企業と中高齢者
技術士（経営工学）　森岡　忠美

　これまでの5回の寄稿の中で、私が中小企業
にとって大切だと思う事柄を述べてきた。
すなわち、
①中小企業の4つの型
②中小企業の「人」と「組織」
③中小企業と異業種交流
④中小企業と商品開発
⑤中小企業の生産管理
　これらの各稿の中で私の考えを述べ、ときに
は提案もしてきたが、これらの中で最も反響が
あったのは「商品開発」であった。具体的な呼び
かけをした事もあったためか、数社の企業から
問い合わせをいただき訪問させていただく事に
なった。その他、今年の年賀状に拙文を読んだ
との添え書きを戴いたものが多くあったのを思
うと、予想以上に多くの企業関係者がお読みい
ただいていたようで、ありがたいと思うと同時に
「これでよかったのかな？」との思いが強く自分
自身で読み返す機会ともなった。
　6回目の稿のテーマを選ぶにあたり「中高齢
者」としたのはそんな反省の中から最近の話題
として選ぶと同時に、たまたま私がお手伝いし
ている企業が、大企業の退職高齢者を雇用し
活用する中で、種々な問題の解決に労使共に
苦労する姿を見て私見を述べることにした。
　最近になって企業の60歳定年制度が定着し
てきた。60歳と言う年齢は私の経験から言って
も制度としての定年年齢として適当だと思う。
私は57歳で当時の定年直前に退職し、技術士
事務所を開設し、60歳では完全に企業から離
れ、技術コンサルタント業を営むようになって
いたが、時期としては適当だったと思っている。
先年亡くなった私の小学校の恩師は「人間は普
通70歳まで働ける能力があるのに60歳までに
仕事から離れるのは惜しい限りだ。森岡君は健
康だから75歳まで働きなさい。」と会うたびに教
えていただいた。60歳頃を境として個人の能力
に差が見えてくるのは事実だと思う。若い頃に
比べ体力の低下は当然だが気力の低下も見逃
せない。だが知力を維持できている人は多い
し、経験と知識は若い人では比較にならないも
のを蓄えている。
　定年が近付くと当人たちは、定年後の生活を

如何に形作るかについて悩むものである。年金
で一応の生活基盤は維持できるとしても、より
豊かな生活をおくるためには自分に合った仕事
を持つことが基本になる。だが自分の持つ能力
と、体力・気力とのバランスを考えると、自分が
望む仕事につけるチャンスは少ないように思え
る。その証拠に私と同年代の優れた能力を持つ
人たちが毎日を無為に生活している。その人た
ちは決して働くのが嫌な訳ではなく、自分の能
力を活かした生活を望みつつも機会に恵まれ
ないか、体力・気力の低下故に仕事に就かない
かの何れかのようである。
　一方、企業の方でも人材の不足に悩む会社
は多い。特に経験ある技術者や特定技術の専
門家は中小企業には不足している。大企業では
最近のリストラの波の中で多くの中高齢者の放
出を考えている企業は多くある。ある人材仲介
業者には中高齢者放出要員のリストが数百人
分もあると聞く。その中には優れた能力を持ち
ながら高齢故に去らねばならぬ人も多くあるよ
うに思う。それらの優れた能力がそのまま活かさ
れないのは惜しい限りである。しかし、現実にそ
れらの人々が働ける機会は少ないようである。
中小企業が欲しい人であっても条件的に合わ
ない場合が多いようである。
　私自身の事を反省すると、大企業の中で一
番良い仕事をやったのは４０歳代だと思う。その
時代の業績と社内の評価がその後のポジショ
ンを決めたように思う。その後、上級管理職とし
て勤務していた53歳の時、「中小企業のために
働く」事を心に定め技術士として独立すること
を考えた。多くの人に聞いても40歳代が一番ビ
ジネスマンとして輝いていた時代であるよう
だ。脱サラする場合でもこの時代にスピンアウ
トした人の成功率が高いように思う。この時代
をピークとして体力と気力が少しずつ弱まって
来るのは年齢的に見てやむを得ない事だと思
う。不運にもこの時代の評価が高くなかった場
合は以降の社内のポジションは恵まれなくな
る。このことを自覚した人は「寄らば大樹の陰」
的な考えを捨て、新天地を求めるべきだと思う。
自分自身が意欲を失わぬ内に思い切って自分
を活かせる中小企業に移るべきだと思う。定年

近くになって移るより遙かに自分にとってよい
生活を創り出せるのではないだろうか。
　中小企業側から考えると、このような早期に
移ってこられる人は受け入れやすい。年齢が若
いことのみならず、実務に詳しい利点があげら
れる。経験があるということより実務ができるこ
とは得難い利点である。だが問題も多くある。勤
務形態、就業条件等大企業との差は大きいと思
うが、これを解決しなければ受け入れができな
い。現在候補者要員が多くあるのに受け入れで
きないのはこの辺に問題があるように思える。
　すでに雇用制度の中で「終身雇用制度」が消
滅しつつあるのが現実だが、これからの中小企
業の中では、これらの能力ある中高齢者を受け
入れる雇用制度が生まれてこなければならな
いように思う。例えば企業と個人との「個別契約
制度」などは今後制度として充実されるべきと
思う。プロ野球選手のような「契約社員」「契約
技術者」が生まれてくるべきだと思う。また高齢
者に対する場合は、「週間3日勤務」とか「月間
10日勤務」とかの特殊な条件を認めた契約が
活かされるべきだろう。このことによって気力の
弱まった高齢者でも自分の能力を発揮できる
機会を持つことができるし、企業も潜在する優
れた能力を活用することができると思う。
　中小企業にとって自社に不足する能力を、潜
在する中高齢者の能力によってカバーするこ
とは、有効な手段であるばかりではなく、より増
大する中高齢者問題に解決を与える手段でも
あるので前向きに取り組んでいただきたいと考
えている。
　「企業は人なり」の言葉通りに「よい人」を企
業内に持つことは「企業の力」そのものである
から「よい人」を企業内に取り入れるための諸
問題と諸事情をそのために解決していくべきと
考える。と同時に企業の周囲にも企業のために
力を貸してくれる「人」を揃えるべきである。経
理面の世話を見る「税理士」は今では一般的に
なっているが、企業運営の諸問題には専門知
識のある「弁護士」「弁理士」「中小企業診断士」
など。専門技術については私のような「技術士」
と日常的なお付き合いがあるのが好ましいよう
に思える。
　技術は日進月歩である。と同時に基本的には
積み上げである。自社の持たぬ技術を身につけ
た中高齢者の潜在する技術能力を自社に取り
入れるための中高齢者の活用が、これからの中
小企業の発展の一路線と思う。
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